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    第一章


    
      1テコアの牧者ぼくしゃのひとりであるアモスの言葉ことば。これはユダの王おうウジヤの世よ、イスラエルの王おうヨアシの子こヤラベアムの世よ、地震じしんの二年ねん前まえに、彼かれがイスラエルについて示しめされたものである。

      
        2彼かれは言いった、

        「主しゅはシオンからほえ、

        エルサレムから声こえを出だされる。

        牧者ぼくしゃの牧場まきばは嘆なげき、

        カルメルの頂いただきは枯かれる」。

        3主しゅはこう言いわれる、

        「ダマスコの三つのとが、

        四つのとがのために、

        わたしはこれを罰ばっしてゆるさない。

        これは彼かれらが鉄てつのすり板いたで、

        ギレアデを踏ふみにじったからである。

        4わたしはハザエルの家いえに火ひを送おくり、

        ベネハダデのもろもろの宮殿きゅうでんを焼やき滅ほろぼす。

        5わたしはダマスコの貫かんの木きを砕くだき、

        アベンの谷たにから住民じゅうみんを断たち、

        ベテエデンから王おうのつえをとる者ものを断たつ。

        スリヤの民たみはキルに捕とらえられて行いく」と

        主しゅは言いわれる。

      


      
        6主しゅはこう言いわれる、

        「ガザの三つのとが、

        四つのとがのために、

        わたしはこれを罰ばっしてゆるさない。

        これは彼かれらが人々ひとびとをことごとく捕とらえて行いって、

        エドムに渡わたしたからである。

        7わたしはガザの石いしがきに火ひを送おくり、

        そのもろもろの宮殿きゅうでんを焼やき滅ほろぼす。

        8わたしはアシドドから住民じゅうみんを断たち、

        アシケロンから王おうのつえをとる者ものを断たつ。

        わたしはまた手てをかえしてエクロンを撃うつ。

        そして残のこったペリシテびとも滅ほろびる」と

        主しゅなる神かみは言いわれる。

      


      
        9主しゅはこう言いわれる、

        「ツロの三つのとが、

        四つのとがのために、

        わたしはこれを罰ばっしてゆるさない。

        これは彼かれらが人々ひとびとをことごとくエドムに渡わたし、

        また兄弟きょうだいの契約けいやくを心こころに留とめなかったからである。

        10それゆえ、わたしはツロの石いしがきに火ひを送おくり、

        そのもろもろの宮殿きゅうでんを焼やき滅ほろぼす」。

      


      
        11主しゅはこう言いわれる、

        「エドムの三つのとが、

        四つのとがのために、

        わたしはこれを罰ばっしてゆるさない。

        これは彼かれがつるぎをもってその兄弟きょうだいを追おい、

        全まったくあわれみの情じょうを断たち、

        常つねに怒いかって、人ひとをかき裂さき、

        ながくその憤いきどおりを保たもったからである。

        12それゆえ、わたしはテマンに火ひを送おくり、

        ボズラのもろもろの宮殿きゅうでんを焼やき滅ほろぼす」。

      


      
        13主しゅはこう言いわれる、

        「アンモンの人々ひとびとの三つのとが、

        四つのとがのために、

        わたしはこれを罰ばっしてゆるさない。

        これは彼かれらがその国境こっきょうを広ひろげるために、

        ギレアデのはらんでいる女おんなを

        ひき裂さいたからである。

        14それゆえ、わたしはラバの石いしがきに火ひをはなち、

        そのもろもろの宮殿きゅうでんを焼やき滅ほろぼす。

        これは戦たたかいの日ひに、ときの声こえをもってせられ、

        つむじ風かぜの日ひに、暴風ぼうふうをもってせられる。

        15彼かれらの王おうはそのつかさたちと共ともに

        捕とらえられて行いく」と主しゅは言いわれる。

      

    

  


  


  
    第二章


    
      
        1主しゅはこう言いわれる、

        「モアブの三つのとが、

        四つのとがのために、

        わたしはこれを罰ばっしてゆるさない。

        これは彼かれがエドムの王おうの骨ほねを焼やいて

        灰はいにしたからである。

        2それゆえ、わたしはモアブに火ひを送おくり、

        ケリオテのもろもろの宮殿きゅうでんを焼やき滅ほろぼす。

        モアブは騒さわぎと、ときの声こえと、

        ラッパの音おとの中なかに死しぬ。

        3わたしはそのうちから、支配者しはいしゃを断たち、

        そのすべてのつかさを彼かれと共ともに殺ころす」と

        主しゅは言いわれる。

      


      
        4主しゅはこう言いわれる、

        「ユダの三つのとが、

        四つのとがのために、

        わたしはこれを罰ばっしてゆるさない。

        これは彼かれらが主しゅの律法りっぽうを捨すて、その定さだめを守まもらず、

        その先祖せんぞたちが従したがい歩あるいた

        偽いつわりの物ものに惑まどわされたからである。

        5それゆえ、わたしはユダに火ひを送おくり、

        エルサレムのもろもろの宮殿きゅうでんを焼やき滅ほろぼす」。

      


      
        6主しゅはこう言いわれる、

        「イスラエルの三つのとが、

        四つのとがのために、

        わたしはこれを罰ばっしてゆるさない。

        これは彼かれらが正ただしい者ものを金かねのために売うり、

        貧まずしい者ものをくつ一足そくのために売うるからである。

        7彼かれらは弱よわい者ものの頭あたまを地ちのちりに踏ふみつけ、

        苦くるしむ者ものの道みちをまげ、

        また父子ふしともにひとりの女おんなのところへ行いって、

        わが聖せいなる名なを汚けがす。

        8彼かれらはすべての祭壇さいだんのかたわらに

        質しちに取とった衣服いふくを敷しいて、その上うえに伏ふし、

        罰金ばっきんをもって得えた酒さけを、その神かみの家いえで飲のむ。

      


      
        9さきにわたしはアモリびとを

        彼かれらの前まえから滅ほろぼした。

        これはその高たかきこと、香柏こうはくのごとく、

        その強つよきこと、かしの木きのようであったが、

        わたしはその上うえの実みと、下したの根ねとを滅ほろぼした。

        10わたしはまた、あなたがたを

        エジプトの地ちから連つれ上のぼり、

        四十年ねんのあいだ荒野あらので、あなたがたを導みちびき、

        アモリびとの地ちを獲えさせた。

        11わたしはあなたがたの子こらのうちから

        預言者よげんしゃを起おこし、

        あなたがたの若者わかもののうちからナジルびとを起おこした。

        イスラエルの人々ひとびとよ、そうではないか」と

        主しゅは言いわれる。

        12「ところがあなたがたはナジルびとに酒さけを飲のませ、

        預言者よげんしゃに命めいじて『預言よげんするな』と言いう。

        13見みよ、わたしは麦むぎ束たばをいっぱい積つんだ車くるまが

        物ものを圧あっするように、

        あなたがたをその所ところで圧あっする。

        14速はやく走はしる者ものも逃にげ場ばを失うしない、

        強つよい者ものもその力ちからをふるうことができず、

        勇士ゆうしもその命いのちを救すくうことができない。

        15弓ゆみをとる者ものも立たつことができず、

        足早あしばやの者ものも自分じぶんを救すくうことができず、

        馬うまに乗のる者ものもその命いのちを救すくうことができない。

        16勇士ゆうしのうちの雄々おおしい心こころの者ものも

        その日ひには裸はだかで逃にげる」と

        主しゅは言いわれる。

      

    

  


  


  
    第三章


    
      
        1イスラエルの人々ひとびとよ、

        主しゅがあなたがたに向むかって言いわれたこと、

        わたしがエジプトの地ちから導みちびき上のぼった

        全家ぜんかに向むかって言いったこの言葉ことばを聞きけ。

        2「地ちのもろもろのやからのうちで、

        わたしはただ、あなたがただけを知しった。

        それゆえ、わたしはあなたがたの

        もろもろの罪つみのため、あなたがたを罰ばっする。

        3ふたりの者ものがもし約束やくそくしなかったなら、

        一緒いっしょに歩あるくだろうか。

        4ししがもし獲物えものがなかったなら、

        林はやしの中なかでほえるだろうか。

        若わかいししがもし物ものをつかまなかったなら、

        その穴あなから声こえを出だすだろうか。

        5もしわながなかったなら、

        鳥とりは地ちに張はった網あみにかかるだろうか。

        網あみにもし何なにもかからなかったなら、

        地ちからとびあがるだろうか。

        6町まちでラッパが鳴なったなら、

        民たみは驚おどろかないだろうか。

        主しゅがなされるのでなければ、

        町まちに災わざわいが起おこるだろうか。

        7まことに主しゅなる神かみは

        そのしもべである預言者よげんしゃにその隠かくれた事ことを

        示しめさないでは、何事なにごとをもなされない。

        8ししがほえる、

        だれが恐おそれないでいられよう。

        主しゅなる神かみが語かたられる、

        だれが預言よげんしないでいられよう」。

      


      
        9アッスリヤにあるもろもろの宮殿きゅうでん、

        エジプトの地ちにあるもろもろの宮殿きゅうでんに宣のべて言いえ、

        「サマリヤの山々やまやまに集あつまり、

        そのうちにある大おおいなる騒さわぎと、

        その中なかで行おこなわれる暴虐ぼうぎゃくとを見みよ」と。

        10主しゅは言いわれる、

        「彼かれらは正義せいぎを行おこなうことを知しらず、

        しえたげ取とった物ものと奪うばい取とった物ものとを

        そのもろもろの宮殿きゅうでんにたくわえている」。

        11それゆえ主しゅなる神かみはこう言いわれる、

        「敵てきがきて、この国くにを囲かこみ、

        あなたの防備ぼうびをあなたから取とり除のぞき、

        あなたのもろもろの宮殿きゅうでんはかすめられる」。

      
12主しゅはこう言いわれる、「羊飼ひつじかいがししの口くちから、羊ひつじの両足りょうあし、あるいは片耳かたみみを取とり返かえすように、サマリヤに住すむイスラエルの人々ひとびとも、長ながいすのすみや、寝台しんだいの一部いちぶを携たずさえて救すくわれるであろう」。

      
        13万軍ばんぐんの神かみ、主しゅなる神かみは言いわれる、

        「聞きけ、そしてヤコブの家いえに証言しょうげんせよ。

        14わたしはイスラエルのもろもろのとがを罰ばっする日ひに

        ベテルの祭壇さいだんを罰ばっする。

        その祭壇さいだんの角つのは折おれて、地ちに落おちる。

        15わたしはまた冬ふゆの家いえと夏なつの家いえとを撃うつ、

        象牙ぞうげの家いえは滅ほろび、大おおいなる家いえは消きえうせる」と

        主しゅは言いわれる。

      

    

  


  


  
    第四章


    
      
        1「バシャンの雌牛めうしどもよ、

        この言葉ことばを聞きけ。

        あなたがたはサマリヤの山やまにおり、

        弱よわい者ものをしえたげ、貧まずしい者ものを圧迫あっぱくし、

        またその主人しゅじんに向むかって、

        『持もってきて、わたしたちに飲のませよ』と言いう。

        2主しゅなる神かみはご自分じぶんの聖せいなることによって誓ちかわれた、

        見みよ、あなたがたの上うえにこのような時ときが来くる。

        その時とき、人々ひとびとはあなたがたをつり針ばりにかけ、

        あなたがたの残のこりの者ものを

        魚うおつり針ばりにかけて引ひいて行いく。

        3あなたがたはおのおのまっすぐに

        石いしがきの破やぶれた所ところを出でて、

        ハルモンに追おいやられる」と

        主しゅは言いわれる。

      


      
        4「あなたがたはベテルへ行いって罪つみを犯おかし、

        ギルガルへ行いって、とがを増まし加くわえよ。

        朝あさごとに、あなたがたの犠牲ぎせいを携たずさえて行いけ、

        三日かごとに、あなたがたの十分ぶんの一を携たずさえて行いけ。

        5種たねを入いれたパンの感謝祭かんしゃさいをささげ、

        心こころよりの供そなえ物ものをふれ示しめせ。

        イスラエルの人々ひとびとよ、

        あなたがたはこのようにするのを好このんでいる」と

        主しゅなる神かみは言いわれる。

      


      
        6「わたしはまた、あなたがたのすべての町まちで

        あなたがたの歯はを清きよくし、

        あなたがたのすべての所ところでパンを乏とぼしくした。

        それでも、あなたがたはわたしに帰かえらなかった」と

        主しゅは言いわれる。

        7「わたしはまた、刈入かりいれまでなお三月つきあるのに

        雨あめをとどめて、あなたがたの上うえにくださず、

        この町まちには雨あめを降ふらし、

        かの町まちには雨あめを降ふらさず、

        この畑はたけは雨あめをえ、

        かの畑はたけは雨あめをえないで枯かれた。

        8そこで二つ三つの町まちが

        一つの町まちによろめいて行いって、

        水みずを飲のんでも、飽あくことができなかった。

        それでも、あなたがたはわたしに帰かえらなかった」と

        主しゅは言いわれる。

      


      
        9「わたしは立たち枯がれと腐くさり穂ほとをもって

        あなたがたを撃うち、

        あなたがたの園そのと、ぶどう畑ばたけとを荒あらした。

        いちじくの木きとオリブの木きとは、いなごが食くった。

        それでも、あなたがたはわたしに帰かえらなかった」と

        主しゅは言いわれる。

      


      
        10「わたしはエジプトにしたように

        あなたがたのうちに疫病えきびょうを送おくり、

        つるぎをもってあなたがたの若者わかものを殺ころし、

        あなたがたの馬うまを奪うばい去さり、

        あなたがたの宿営しゅくえいの臭気しゅうきを上のぼらせて、

        あなたがたの鼻はなをつかせた。

        それでも、あなたがたはわたしに帰かえらなかった」と

        主しゅは言いわれる。

      


      
        11「わたしはあなたがたのうちの町まちを

        神かみがソドムとゴモラを滅ほろぼされた時ときのように

        滅ほろぼしたので、

        あなたがたは炎ほのおの中なかから取とり出だされた

        燃もえさしのようであった。

        それでも、あなたがたはわたしに帰かえらなかった」と

        主しゅは言いわれる。

      


      
        12「それゆえイスラエルよ、

        わたしはこのようにあなたに行おこなう。

        わたしはこれを行おこなうゆえ、

        イスラエルよ、あなたの神かみに会あう備そなえをせよ」。

      


      
        13見みよ、彼かれは山やまを造つくり、風かぜを創造そうぞうし、

        人ひとにその思おもいのいかなるかを示しめし、

        また、あけぼのを変かえて暗くらやみとなし、

        地ちの高たかい所ところを踏ふまれる者もの、

        その名なを万軍ばんぐんの神かみ、主しゅと言いう。

      

    

  


  


  
    第五章


    
      1イスラエルの家いえよ、わたしが悲かなしみの歌うたをもって、あなたがたについて宣のべるこの言葉ことばを聞きけ、

      
        2「おとめイスラエルは倒たおれて、

        また起おき上あがらず、

        彼女かのじょはおのれの地ちに投なげ倒たおされて

        これを起おこす者ものがない」。

      


      
        3主しゅなる神かみはこう言いわれる、

        「イスラエルの家いえでは、

        千人にん出でた町まちは百人にん残のこり、

        百人にん出でた町まちは十人にん残のこる」。

      


      
        4主しゅはイスラエルの家いえにこう言いわれる、

        「あなたがたはわたしを求もとめよ、そして生いきよ。

        5ベテルを求もとめるな、

        ギルガルに行いくな。

        ベエルシバにおもむくな。

        ギルガルは必かならず捕とらえられて行いき、

        ベテルは無むに帰きするからである」。

      


      
        6あなたがたは主しゅを求もとめよ、そして生いきよ。

        さもないと主しゅは火ひのように

        ヨセフの家いえに落おち下くだられる。

        火ひはこれを焼やくが、

        ベテルのためにこれを消けす者ものはひとりもない。

        7あなたがた、公道こうどうをにがよもぎに変かえ、

        正義せいぎを地ちに投なげ捨すてる者ものよ。

      


      
        8プレアデスおよびオリオンを造つくり、

        暗黒あんこくを朝あさに変へんじ、

        昼ひるを暗くらくして夜よるとなし、

        海うみの水みずを呼よんで、地ちのおもてに注そそがれる者もの、

        その名なは主しゅという。

        9主しゅは滅ほろびをたちまち強つよい者ものに臨のぞませられるので、

        滅ほろびはついに城しろに臨のぞむ。

      


      
        10彼かれらは門もんにいて戒いましめる者ものを憎にくみ、

        真実しんじつを語かたる者ものを忌いみきらう。

        11あなたがたは貧まずしい者ものを踏ふみつけ、

        彼かれから麦むぎの贈おくり物ものをとるゆえ、

        あなたがたは切きり石いしの家いえを建たてても、

        その中なかに住すむことはできない。

        美うつくしいぶどう畑ばたけを作つくっても、

        その酒さけを飲のむことはできない。

        12わたしは知しる、あなたがたのとがは多おおく、

        あなたがたの罪つみは大おおきいからである。

        あなたがたは正ただしい者ものをしえたげ、まいないを取とり、

        門もんで貧まずしい者ものを退しりぞける。

        13それゆえ、このような時ときには賢かしこい者ものは沈黙ちんもくする、

        これは悪わるい時ときだからである。

      


      
        14善ぜんを求もとめよ、悪あくを求もとめるな。

        そうすればあなたがたは生いきることができる。

        またあなたがたが言いうように、

        万軍ばんぐんの神かみ、主しゅはあなたがたと共ともにおられる。

        15悪あくを憎にくみ、善ぜんを愛あいし、門もんで公義こうぎを立たてよ。

        万軍ばんぐんの神かみ、主しゅは、あるいは

        ヨセフの残のこりの者ものをあわれまれるであろう。

      


      
        16それゆえ、主しゅなる万軍ばんぐんの神かみ、

        主しゅはこう言いわれる、

        「すべての広場ひろばで泣なくことがあろう。

        すべてのちまたで人々ひとびとは

        『悲かなしいかな、悲かなしいかな』と言いう。

        また彼かれらは農夫のうふを呼よんできて嘆なげかせ、

        巧たくみな泣なき女おんなを招まねいて泣なかせ、

        17またすべてのぶどう畑はたけにも泣なくことがあろう。

        それはわたしがあなたがたの中なかを

        通とおるからである」と主しゅは言いわれる。

      


      
        18わざわいなるかな、主しゅの日ひを望のぞむ者ものよ、

        あなたがたは何なにゆえ主しゅの日ひを望のぞむのか。

        これは暗くらくて光ひかりがない。

        19人ひとがししの前まえを逃のがれてもくまに出会であい、

        また家いえにはいって、手てを壁かべにつけると、

        へびにかまれるようなものである。

        20主しゅの日ひは暗くらくて、光ひかりがなく、

        薄暗うすぐらくて輝かがやきがないではないか。

      


      
        21わたしはあなたがたの祭まつりを憎にくみ、かつ卑いやしめる。

        わたしはまた、あなたがたの聖せい会かいを喜よろこばない。

        22たといあなたがたは燔祭はんさいや素祭そさいをささげても、

        わたしはこれを受うけいれない。

        あなたがたの肥こえた獣けものの酬恩祭しゅうおんさいは

        わたしはこれを顧かえりみない。

        23あなたがたの歌うたの騒さわがしい音おとを

        わたしの前まえから断たて。

        あなたがたの琴ことの音おとは、わたしはこれを聞きかない。

        24公道こうどうを水みずのように、

        正義せいぎをつきない川かわのように流ながれさせよ。

      
25「イスラエルの家いえよ、あなたがたは四十年ねんの間あいだ、荒野あらのでわたしに犠牲ぎせいと供そなえ物ものをささげたか。 26かえってあなたがたの王おうシクテをにない、あなたがたが自分じぶんで作つくったあなたがたの偶像ぐうぞう、星ほしの神かみ、キウンをになった。 27それゆえわたしはあなたがたをダマスコのかなたに捕とらえ移うつす」と、その名なを万軍ばんぐんの神かみととなえられる主しゅは言いわれる。
    

  


  


  
    第六章


    
      
        1「わざわいなるかな、

        安やすらかにシオンにいる者もの、

        また安心あんしんしてサマリヤの山やまにいる者もの、

        諸しょ国民こくみんのかしらのうちの著名ちょめいな人々ひとびとで、

        イスラエルの家いえがきて従したがう者ものよ。

        2カルネに渡わたって見みよ。

        そこから大おおハマテに行いき、

        またペリシテびとのガテに下くだって見みよ。

        彼かれらはこれらの国くににまさっているか。

        彼かれらの土地とちはあなたがたの土地とちよりも大おおきいか。

        3あなたがたは災わざわいの日ひを遠とおざけ、

        強暴きょうぼうの座ざを近ちかづけている。

      


      
        4わざわいなるかな、みずから象牙ぞうげの寝台しんだいに伏ふし、

        長ながいすの上うえに身みを伸のばし、

        群むれのうちから小羊こひつじを取とり、

        牛舎ぎゅうしゃのうちから子こ牛うしを取とって食たべ、

        5琴ことの音おとに合あわせて歌うたい騒さわぎ、

        ダビデのように楽器がっきを造つくり出だし、

        6鉢はちをもって酒さけを飲のみ、

        いとも尊たっとい油あぶらを身みにぬり、

        ヨセフの破滅はめつを悲かなしまない者ものたちよ。

        7それゆえ今いま、彼かれらは捕とらわれて、

        捕とらわれ人びとのまっ先さきに立たって行いく。

        そしてかの身みを伸のばした者ものどもの

        騒さわぎはやむであろう」。

      


      
        8主しゅなる神かみはおのれによって誓ちかわれた、

        (万軍ばんぐんの神かみ、主しゅは言いわれる、)

        「わたしはヤコブの誇ほこりを忌いみきらい、

        そのもろもろの宮殿きゅうでんを憎にくむ。

        わたしはこの町まちとすべてその中なかにいる者ものを渡わたす」。

      
9一つの家いえに十人にんの者ものが残のこっていても、彼かれらは死しに、 10そしてその親戚しんせき、すなわちこれを焼やく者ものは、骨ほねを家いえから運はこびだすために、これを取とり上あげ、またその家いえの奥おくにいる者ものに向むかって、「まだあなたと共ともにいる者ものがあるか」と言いい、「ない」との答こたえがある時とき、かの人ひとはまた「声こえを出だすな、主しゅの名なをとなえるな」と言いうであろう。

      
        11見みよ、主しゅは命めいじて、

        大おおきな家いえを撃うって、みじんとなし、

        小ちいさな家いえを撃うって、切きれ切ぎれとされる。

        12馬うまは岩いわの上うえを走はしるだろうか。

        人ひとは牛うしで海うみを耕たがやすだろうか。

        ところがあなたがたは公道こうどうを毒どくに変へんじ、

        正義せいぎの実みをにがよもぎに変へんじた。

        13あなたがたはロデバルを喜よろこび、

        「われわれは自分じぶんの力ちからで

        カルナイムを得えたではないか」と言いう。

        14それゆえ、万軍ばんぐんの神かみ、主しゅは言いわれる、

        「イスラエルの家いえよ、

        見みよ、わたしは一つの国民くにたみを起おこして、

        あなたがたに敵対てきたいさせる。

        彼かれらはハマテの入口いりぐちからアラバの川かわまで

        あなたがたを悩なやます」。

      

    

  


  


  
    第七章


    
      1主しゅなる神かみはこのようにわたしに示しめされた。見みよ、二番ばん草ぐさのはえ出でる初はじめに主しゅは、いなごを造つくられた。見みよ、その二番ばん草ぐさは王おうの刈かった後のちに、はえたものである。 2そのいなごが地ちの青草あおくさを食くい尽つくした時とき、わたしは言いった、

      
        「主しゅなる神かみよ、どうぞ、ゆるしてください。

        ヤコブは小ちいさい者ものです、

        どうして立たつことができましょう」。

        3主しゅはこのことについて思おもいかえされ、

        「このことは起おこさない」と主しゅは言いわれた。

      
4主しゅなる神かみはこのようにわたしに示しめされた。見みよ、主しゅなる神かみはさばきのために火ひを呼よばれた。火ひは大淵おおふちを焼やき、また地ちを焼やこうとした。 5その時ときわたしは言いった、

      
        「主しゅなる神かみよ、どうぞ、やめてください。

        ヤコブは小ちいさい者ものです、

        どうして立たつことができましょう」。

        6主しゅはこのことについて思おもいかえされ、

        「このこともまた起おこさない」と主しゅなる神かみは言いわれた。

      
7また主しゅはわたしに示しめされた。見みよ、主しゅは測はかりなわをもって築きずいた石いしがきの上うえに立たち、その手てに測はかりなわをもっておられた。 8そして主しゅはわたしに言いわれた、「アモスよ、あなたは何なにを見みるか」。「測はかりなわ」とわたしが答こたえると、主しゅはまた言いわれた、

      
        「見みよ、わたしは測はかりなわを

        わが民たみイスラエルの中なかに置おく。

        わたしはもはや彼かれらを見過みすごしにしない。

        9イサクの高たかき所ところは荒あらされ、

        イスラエルの聖所せいじょは荒あれはてる。

        わたしはつるぎをもってヤラベアムの家いえに立たち向むかう」。

      
10時ときにベテルの祭司さいしアマジヤは、イスラエルの王おうヤラベアムに人ひとをつかわして言いう、「イスラエルの家いえのただ中なかで、アモスはあなたにそむきました。この地ちは彼かれのもろもろの言葉ことばに耐たえることができません。

      
        11アモスはこのように言いっています、

        『ヤラベアムはつるぎによって死しぬ、

        イスラエルは必かならず捕とらえられて行いって、

        その国くにを離はなれる』と」。

      
12それからアマジヤはアモスに言いった、「先見者せんけんしゃよ、行いってユダの地ちにのがれ、かの地ちでパンを食たべ、かの地ちで預言よげんせよ。 13しかしベテルでは二度どと預言よげんしてはならない。ここは王おうの聖所せいじょ、国くにの宮みやだから」。
    


    
      14アモスはアマジヤに答こたえた、「わたしは預言者よげんしゃでもなく、また預言者よげんしゃの子こでもない。わたしは牧者ぼくしゃである。わたしはいちじく桑くわの木きを作つくる者ものである。 15ところが主しゅは群むれに従したがっている所ところからわたしを取とり、『行いって、わが民たみイスラエルに預言よげんせよ』と、主しゅはわたしに言いわれた。

      
        16それゆえ今いま、主しゅの言葉ことばを聞きけ。

        あなたは言いう、

        『イスラエルに向むかって預言よげんするな、

        イサクの家いえに向むかって語かたるな』と。

        17それゆえ、主しゅはこう言いわれる、

        『あなたの妻つまは町まちで遊女ゆうじょとなり、

        あなたのむすこ、娘むすめたちはつるぎに倒たおれ、

        あなたの地ちは測はかりなわで分わかたれる。

        そしてあなたは汚けがれた地ちで死しに、

        イスラエルは必かならず捕とらえられて行いって、

        その国くにを離はなれる』」。

      

    

  


  


  
    第八章


    
      1主しゅなる神かみは、このようにわたしに示しめされた。見みよ、ひとかごの夏なつのくだものがある。 2主しゅは言いわれた、「アモスよ、あなたは何なにを見みるか」。わたしは「ひとかごの夏なつのくだもの」と答こたえた。すると主しゅはわたしに言いわれた、

      
        「わが民たみイスラエルの終おわりがきた。

        わたしは再ふたたび彼かれらを見過みすごしにしない。

        3その日ひには宮みやの歌うたは嘆なげきに変かわり、

        しかばねがおびただしく、

        人々ひとびとは無言むごんでこれを至いたる所ところに投なげ捨すてる」と

        主しゅなる神かみは言いわれる。

      


      
        4あなたがた、貧まずしい者ものを踏ふみつけ、

        また国くにの乏とぼしい者ものを滅ほろぼす者ものよ、

        これを聞きけ。

        5あなたがたは言いう、

        「新月しんげつはいつ過すぎ去さるだろう、

        そうしたら、われわれは穀物こくもつを売うろう。

        安息日あんそくにちはいつ過すぎ去さるだろう、

        そうしたら、われわれは麦むぎを売うり出だそう。

        われわれはエパを小ちいさくし、シケルを大おおきくし、

        偽いつわりのはかりをもって欺あざむき、

        6乏とぼしい者ものを金かねで買かい、

        貧まずしい者ものをくつ一足そくで買かいとり、

        また、くず麦むぎを売うろう」。

      


      
        7主しゅはヤコブの誇ほこりをさして誓ちかわれた、

        「わたしは必かならず彼かれらのすべてのわざを

        いつまでも忘わすれない。

        8これがために地ちは震ふるわないであろうか。

        地ちに住すむ者ものはみな嘆なげかないであろうか。

        地ちはみなナイル川かわのようにわきあがり、

        エジプトのナイル川かわのようにみなぎって、また沈しずまないであろうか」。

      


      
        9主しゅなる神かみは言いわれる、

        「その日ひには、

        わたしは真昼まひるに太陽たいようを沈しずませ、

        白昼はくちゅうに地ちを暗くらくし、

        10あなたがたの祭まつりを嘆なげきに変かわらせ、

        あなたがたの歌うたをことごとく悲かなしみの歌うたに変かわらせ、

        すべての人ひとに荒布あらぬのを腰こしにまとわせ、

        すべての人ひとに髪かみをそり落おとさせ、

        その日ひを、ひとり子こを失うしなった喪中もちゅうのようにし、

        その終おわりを、苦にがい日ひのようにする」。

      


      
        11主しゅなる神かみは言いわれる、

        「見みよ、わたしがききんをこの国くにに送おくる日ひが来くる、

        それはパンのききんではない、

        水みずにかわくのでもない、

        主しゅの言葉ことばを聞きくことのききんである。

        12彼かれらは海うみから海うみへさまよい歩あるき、

        主しゅの言葉ことばを求もとめて、こなたかなたへはせまわる、

        しかしこれを得えないであろう。

        13その日ひには美うつくしいおとめも、

        若わかい男おとこもかわきのために気きを失うしなう。

        14かのサマリヤのアシマをさして誓ちかい、

        『ダンよ、あなたの神かみは生いきている』と言いい、また

        『ベエルシバの道みちは生いきている』と言いう者ものどもは

        必かならず倒たおれる。再ふたたび起おきあがることはない」。

      

    

  


  


  
    第九章


    
      
        1わたしは祭壇さいだんのかたわらに立たっておられる主しゅを見みた。

        主しゅは言いわれた、

        「柱はしらの頭あたまを打うって、敷居しきいを震ふるわせ、

        これを打うち砕くだいて、

        すべての民たみの頭あたまの上うえに落おちかからせよ。

        その残のこった者ものを、わたしはつるぎで殺ころし、

        そのひとりも逃にげおおす者ものはなく、

        のがれうる者ものはない。

        2たとい彼かれらは陰府よみに掘ほり下くだっても、

        わたしの手てはこれをそこから引ひき出だす。

        たとい彼かれらは天てんによじのぼっても、

        わたしはそこからこれを引ひきおろす。

        3たとい彼かれらはカルメルの頂いただきに隠かくれても、

        わたしはこれを捜さがして、そこから引ひき出だす。

        たとい彼かれらはわたしの目めをのがれて、

        海うみの底そこに隠かくれても、

        わたしはへびに命めいじて、その所ところでこれをかませる。

        4たとい彼かれらは捕とらわれて、その敵てきの前まえに行いっても、

        わたしはその所ところでつるぎに命めいじて、これを殺ころさせる。

        わたしは彼かれらの上うえにわたしの目めを注そそぐ、

        それは災わざわいのためであって、幸さいわいのためではない」。

        5万軍ばんぐんの神かみ、主しゅが地ちに触ふれられると、地ちは溶とけ、

        その中なかに住すむ者ものはみな嘆なげき、

        地ちはみなナイル川かわのようにわきあがり、

        エジプトのナイル川かわのようにまた沈しずむ。

        6主しゅはご自分じぶんの高殿たかどのを天てんに築きずき、

        大空おおぞらの基もといを地ちの上うえにすえ、

        海うみの水みずを呼よんで、地ちのおもてに注そそがれる。

        その名なは主しゅととなえられる。

        7主しゅは言いわれる、

        「イスラエルの子こらよ、あなたがたはわたしにとって

        エチオピヤびとのようではないか。

        わたしはイスラエルをエジプトの国くにから、

        ペリシテびとをカフトルから、

        スリヤびとをキルから導みちびき上のぼったではないか。

        8見みよ、主しゅなる神かみの目めは

        この罪つみを犯おかした国くにの上うえに注そそがれている。

        わたしはこれを地ちのおもてから断たち滅ほろぼす。

        しかし、わたしはヤコブの家いえを

        ことごとくは滅ほろぼさない」と主しゅは言いわれる。

        9「見みよ、わたしは命めいじて、

        人ひとがふるいで物ものをふるうように、

        わたしはイスラエルの家いえを万国民ばんこくみんのうちでふるう。

        ひと粒つぶも地ちに落おちることはない。

        10わが民たみの罪つみびと、すなわち

        『災わざわいはわれわれに近ちかづかない、

        われわれに臨のぞまない』と

        言いう者ものどもはみな、つるぎで殺ころされる。

      


      
        11その日ひには、

        わたしはダビデの倒たおれた幕屋まくやを興おこし、

        その破損はそんを繕つくろい、そのくずれた所ところを興おこし、

        これを昔むかしの時ときのように建たてる。

        12これは彼かれらがエドムの残のこった者もの、

        およびわが名なをもって呼よばれるすべての国民くにたみを

        所有しょゆうするためである」と

        この事ことをなされる主しゅは言いわれる。

      


      
        13主しゅは言いわれる、

        「見みよ、このような時ときが来くる。

        その時ときには、耕たがやす者ものは刈かる者ものに相継あいつぎ、

        ぶどうを踏ふむ者ものは種たねまく者ものに相継あいつぐ。

        もろもろの山やまにはうまい酒さけがしたたり、

        もろもろの丘おかは溶とけて流ながれる。

        14わたしはわが民たみイスラエルの幸福こうふくをもとに返かえす。

        彼かれらは荒あれた町々まちまちを建たてて住すみ、

        ぶどう畑ばたけを作つくってその酒さけを飲のみ、

        園そのを作つくってその実みを食たべる。

        15わたしは彼かれらをその地ちに植うえつける。

        彼かれらはわたしが与あたえた地ちから

        再ふたたび抜ぬきとられることはない」と

        あなたの神かみ、主しゅは言いわれる。
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